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研究成果の概要（和文）： 本研究では、幕府によって諸藩に命じられる課役が１７世紀末―１８世紀初頭に地域単位
から国家単位へと変わり、また軍事を目的としたものから河川・火消などを目的とするものに変質したことを明らかに
した。またこの結果江戸や大都市の低賃金労働者が大量に必要となり都市下層社会が構造化されたため、幕藩権力は都
市下層民政策を余儀なくされることになったことを明らかにし、権力構造・社会構造の変化の連関について解明した。

研究成果の概要（英文）：In this study, I clarified the following points. When Tokugawa shogun commanded 
the feudal lords to do the duty services , the range of their duties changed from local standard to 
national standard at the end of 17century . Moreover,it was commanded not for the military affairs but 
for the construction of embankments and fire fighting. As a result, the market of the cheap labors was 
formed in Edo and large cities, because Tokugawa shogun and the feudal lords needed more much cheap 
labors. On the other hand ,Tokugawa shogun had to correspond to the problems of lower class of urban 
society.
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１．研究開始当初の背景 
（１）申請者はこれまでの研究において、１
７世紀末～１８世紀半ばにかけて、江戸幕府
により全国各地の大名に命じられる課役が
地域単位から国家単位に変わることを解明
してきた。具体的には、例えば上方の大名は
上方内部で課役を賦課されていたのが、１８
世紀には関東・東海の手伝普請に動員されて
いくという大きな変化である。これらの転換
を可能にするには、役請負を実態として必要
なものから制度として必要なものへと切り
替えねばならないことである。つまり各所領
や各地域から人足を実際に連れて行くので
はなく、江戸や都市に集まる日用層などを大
規模に雇うことで初めて可能になると予想
される。このため請負・入札や都市下層社会
拡大との関連を分析する必要がある。 
 
（２）これまでの近世都市下層社会研究は、
社会史的視角からその実態が解明されてき
た。このためこの都市下層社会は自然発生的
に形成され構造化されるかのような理解が
なされてきた。しかし、上記で述べたような
大きな変化と連動しておきていると考えら
れ、また大名課役だけでなく、都市公共機能
維持などにおいても請負・入札が広がってい
くことがすでに明らかにされている。これら
の研究成果を踏まえつつ、今一度相互の連関
について研究し直すべき段階にあり、１８世
紀に拡大する請負・入札や低賃金労働者を軸
に、政治史・経済史・都市史等の分野を横断
した研究が必要である。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究は、１７世紀末～１８世紀半ば
にかけて幕府から命じられる大名課役が、地
域単位から国家単位へ転換する背景として、
都市下層社会の形成・構造化があったことを
明らかにすることを目的とする。例えば、宝
永４年（1707）の富士山噴火では被災した関
東・東海地域が自力では復旧できずに、国家
的対応が余儀なくされ、岡山藩・小倉藩など
が動員されていくことになった。この場合、
夫役として領内から直接人足を連れていく
のではなく、都市に滞留する低賃金労働者を
雇用することで初めて国家単位で動員する
ことが可能となったこと、また１８世紀半ば
にかけてこれが制度化されていくことを明
らかにする。 
 
（２）本研究ではこれまで申請者が行ってき
た政治史・権力構造の分析を、経済史・都市
史と関連付けながら位置づけ直す。その際に
は、これまで研究を行ってきた大名課役変質
と関連付けながら、請負・入札や低賃金労働
者を軸にして１８世紀の政治・社会の転換を
明らかにする。これまで都市公共機能維持、
治水、普請・作事などの分析において請負・
入札が広がることが明らかにされ、一方都市
史研究では日用層などの下層社会が拡大し

ていくことが明らかにされている。しかし個
別分散化の影響もあり、相互の関連性は不明
である。本研究はその相互関連性を明らかに
することを目的とするものである。 
 
３．研究の方法 
（１）萩藩毛利氏の史料（山口県文書館毛利
家文庫）、岡山藩池田氏の史料（岡山大学附
属図書館池田家文庫）、高知藩山内氏の史料
（土佐山内家宝物資料館）などの大名家史料
の調査を通して、大名課役に関係する史料収
集を行い、その分析を行った。請負・入札な
どが広がること、幕府は大名家臣・人足を現
地に派遣しないように指示し、請負商人らに
任せるようになっていく等、その請負・入札
の拡大過程を解明した。 
 
（２）三井越後屋などの商人関係の史料調査
（三井文庫）、あるいは江戸・京都・大坂の
都市史関係の史料調査を行い（東京都公文書
館・京都府立総合資料館・大阪府立中之島図
書館）、都市史の観点から請負・入札や都市
下層社会の位置づけを行った。 
 江戸・京都のゴミ回収、上下水道・橋の修
理、消防など都市公共機能が請負・入札へと
転換していく過程と、大名課役変質の過程の
連動性や共通点について考察し、請負・入札
や都市下層社会拡大がもたらす影響・変化な
どについて明らかにする。 

 
（３）『江戸町触集成』『京都町触集成』『大
阪編年史』等の刊行史料を用いて、請負・入
札などに対する町奉行所や町人らの対応に
ついても、あわせて考察を行った。 
 請負・入札が拡大する時期に、江戸・京都・
大坂において人口流入が進展すること、また
新規に請負を願ったり、あるいは日用層が従
来の町人たちが携わっていた生業に従事し
始めることで、町人たちの没落が始まってい
ることを明らかにした。請負・入札と都市へ
の人口流入・都市域拡大の関連性などについ
て考察を行った。 
 
４．研究成果 
（１）荻原重秀や幕府勘定所が中心となり、
大名課役を請負・入札に切り替えて制度化し
ていくことに注目して、幕府が大名課役を賦
課する原則が、地域単位から国家単位へと転
換する背景について明らかにした。１８世紀
以降、夫役として人を実際に動かすのではな
く、請負・入札によって貨幣を動かす方式へ
と切り替えることを明らかにした。 
 大規模な工事を行うことを可能にするも
のの、将軍が大名に命じて大名が奉公の意味
で行う軍役としての意味合いは事実上なく
なることを明らかにした。 
 
（２）大名課役が請負・入札に転換するのと
同時並行で、江戸・京都のゴミ回収、上下水
道・橋の修理、消防など都市公共機能が請



負・入札へと転換していくことを論じた。ま
た実際に請負・入札が制度化されない場合で
あっても、「新規願」と呼ばれる形式で請負
を願い出る出願者が、江戸を中心に頻出した
ことを明らかにした。請負・入札が、１８世
紀に全社会的に拡大していくことを明らか
にした。 
 
（３）請負・入札に関する出願に対して江戸
町人らが反対理由を述べて却下しているこ
と、その理由がこの新規の出願を認めると従
来の町人が没落していくためであったこと
を明らかにした。これは大名課役の請負・入
札も同じ問題を抱えており、例えば安永７年
（1778）に萩藩毛利氏が担当した日光手伝普
請をめぐって、日光では打ちこわしが発生し
た。従来萩藩の財政難から来るものと考えら
れていたが、１８世紀半ばに起きる構造的問
題として、請負・入札とこれに反対する民衆
運動発生の相互関連性について解明を行っ
た。 
 
（４）１８世紀に請負・入札が拡大していく
中で、その労働力として「其日稼ぎの者」「日
用」と呼ばれる低賃金労働者が必要不可欠に
なっていくことを論じた。従来は社会史的視
角から分析され自然発生的に拡大していく
かのように理解されていたが、政治史的視角
から分析し直し、１８世紀の政治・社会の仕
組みの中で必要不可欠になり都市下層社会
が構造化していく過程を明らかにした。 
 特に江戸は、元々の住民が少なく制限なく
フリーパスで移住できること、全国の大名が
参勤交代で集まり武家奉公人などの労働力
が多数必要とされたこと等から、１８世紀以
降人口流入が止まらなくなっていくことを
明らかにした。またこの結果、江戸幕府は下
層民対策を余儀なくされ、一方人口流出が止
まらない近郊農村が疲弊していくことを論
じた。 
 
（５）１８世紀に請負拡大を出願する動きが
京都でも頻発したが、京都では町・町組が中
心となって大規模な反対運動が起きること
になった背景を明らかにした。その反対の理
由は、住民不在の杜撰な請負による生活環境
の劣化・破壊を招く恐れがあったこと、外か
ら大量の賃金労働者が流入することで仕事
の奪い合いが始まり、従来の町人が没落する
危険性があったことによることを明らかに
した。 
これまで１８世紀半ばに民衆運動が全国
各地で一斉に多発することが明らかにされ
てきたが、何故当該期に一斉に発生するのか
理由は明確でなかった。その要因の一つとし
て、拡大していく請負・入札や都市への人口
流入などの問題があることを指摘し、打ちこ
わしなどの形態が異なる民衆運動であって
も、これらの民衆運動が共通した背景を持っ
ていたことを指摘した。 

 
（６）１８世紀に拡大していく入札に関して
は未だ不明な点が多いが、競争入札の激化に
より価格引き下げ競争が全社会的に発生す
ることを明らかにした。例えば京都で行われ
た入札が江戸での落札価格より高額である
ため、入札のやり直しを命じられる等、１７
世紀においては江戸・京都が別々の価格体系
で動いていたのに対し、入札が始まることに
より、同一基準で列島社会全体が経済活動を
行うように転換していくことを指摘した。入
札によって政治・社会の仕組み自体が大きく
変化する可能性について論じた。 
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